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6．Perfluorochemical　Blood（人工血液）が心筋梗塞範囲

　　に与える影響
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　われわれは慢性心筋梗塞犬を作成し，それらに純酸素

またはPerfiuorochemical　Blood（PFC）を投与し，それ

らが虚血心筋にいかなる影響を与えるかについて検討し

た．対象は，雑種成犬25頭で，左冠動脈前下行枝の第1

対角枝下部で結紮し，心筋梗塞を作成した．内訳は，結

紮のみ行ったもの（ligation　group）9頭，結紮後5～／皿in

の酸素を投与したもの（02group）8頭，酸素51／minと

PFC　10　ml／kgを投与したもの（02＋PFC　group）8頭で

ある．心筋梗塞の範囲は，99mTc・ピロリン酸による摘出

心の心筋シンチグラムを用い，正面，側面，割切り像よ

り，4つの方法（M，X，　Y，　Z法）で測定した．結果はZ法

のみで（02十PFC　group）がligation　groupに比し有意

の縮小をみたが，他の測定方法では，各群とも有意の縮

小はみられなかった．また，病理組織像では，（02＋PFC

grOUP）が，他の2群に比し，概して，虚血部の修復状況

が良好と思われたが，ばらつきも大きかった．本実験で

は，虚血心筋が酸素の供給を望んでいたにもかかわらず，

酸素が虚血心筋保護には，あまり効果がなかった．その

理由としては，PFCの投与量および投与方法に問題が

あったのかもしれないが，外から与えられた酸素を，虚

血心筋に受け渡す過程で何かが障害になっているか，あ

るいは，虚血心筋が酸素を利用する際に，何か媒介物質

が必要なのではないかということを，これらの成績が示

唆しているものと考えられる．

7．平衡時ゲート法による左室逆流性弁膜疾患の評価
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　各種心疾患に対し，平衡時ゲート法によりRegurgi－

tant　Fraction（LVCO－RVCO）／RVCOを算出し，その

有用性を検討した．

　方法は，99mTc－HSAを約20　mCi静注後，　MLAO　45°

にてSearle社製PHO／GAMMA　LFOVシンチカメラお

よびそのデータ処理装置のSCINTI－VIEWでデータ採

集を行った．

　その結果，非逆流例では，その多くがRegurgitant

Fraction　O．5以下を示し，左室逆流疾患例では，全例が

0．5以上を示した．

　Regurgitant　Fractionは心臓血管造影でのSellers分

類の程度を反映した．

　左室逆流性弁膜疾患の手術後には，Regurgitant　Frac－

tionは正常化した．

　平衡時ゲート法に基づくRegurgitant　Fractionは左室

逆流性弁膜疾患の重症度判定および手術後の評価に有用

であると思われた．

8．平衡時法を用いた左室容積の計測
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　今回，われわれは心電図同期心プールイメージより求

めた左室拡張末期の放射能と，末梢血の放射能より，左

室拡張末期容積（LVEDV）を算出し，心臓カテーテルに

よる左室造影から求めた値と比較検討した．

　対象は心筋梗塞3，狭心症4，特発性心筋症4，その

他1の計12例で，全例，RI検査前後1ヵ．月以内に左

室造影を施行した．装置は高分解能コリメーターを装着

したガンマカメラ（LFOV）に連結したコンピューター

（シンチパック1200）を用いた．予備実験としガンマカ

メラとWell型シンチレーションカウンター（Well）の感

度比を求めた．検査は99mTc－HSAを20～30　mCi静注

後，平衡時，LAO　45°でMultigate法にて20ミリ秒間

隔で4分間収集し，直後に末血1ccを採血し後日Well
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